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第６章 

図面 

  

あらまし 

図面は、デザイナーから仕事やプロジェクトの関係者全員に、詳細でしばしば複雑な情報を伝える最

も良い方法である。図面はクライアントと契約者との法的な契約の一部であり、デザインあるいはデザ

インか解釈で、ミスをすると、高いものになる可能性がある。図面に関連する詳細は、英国規格協会の

ガイドラインに従わなければならない。ＢＳ１１９２ 建築製図法 

 

本章は、正しく図面を作成し、使用し、読むのにかかわる基本原理を理解するのを助けるものである。 

 

この章では以下の課題を扱っている。 

●図面の種類 

●製図道具 

●縮尺、製図記号、および略語 

●基準点 

●投影図の種類 

●契約図書 

 

こうした課題は、以下の技能資格モジュールに該当している。 

ＣＣ ２００２Ｋ    ＣＣ ２００３Ｋ 

ＣＣ ２００２Ｓ    ＣＣ ２００３Ｓ 
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図面の種類 

 

 

施工図 

施工図は、提案工事の平面、立面、断面、詳細、および位置などを示す縮尺図である。それらは次のよ

うに分類できる。 

●位置図 

●コンポーネント配列図 

●アセンブリー図、詳細図。 

 

位置図 

位置図にはブロックプランと配置図が含まれている。 

ブロックプランは、隣接した領域と関連して現場の鳥瞰図を与えることによって、提案された現場を

特定する。実例を図６．１に示す。 

 

図６．１ 位置を示すブロックプラン 

 

配置図は道路、排出サービスなどの提案されたビルと一般的なレイアウトを位置に与えます。 現場。 例

は Figure6.2 に示されています。 
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図６．２ 配置図 

 

 

コンポーネント配列図 

コンポーネント配列図は、メ

ーカーが作成するコンポー

ネントの標準配列の参照シ

ステムと基本サイズを示し

ている。これは、すぐ入手で

きる、目的に適したコンポー

ネントの選択を行うのを助

けてくれる。実例を図６．３

に示す。 

              図６．３ コンポーネント配列図 
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アセンブリー図、詳細図 

アセンブリー図、詳細図が特定のコンポーネントを製造するのに

必要であるすべての情報を与える。そらは、ものがどのように組み

立てられるか、そして、完成品がどのようになるかを示している。

実例を、図６．４に示す。 

 

 

 

                               図６．４ アセンブリー図 

 

表題欄 

 あらゆる図面には表題欄がなければならない、通常、それぞれの図面の右下隅に位置している。実例

を図６．５に示す。 

表題欄に含まれた情報は、その図面だけ

に関連していて、次のような情報を含んで

いる。 

 

●タイトル 

●縮尺 

●製図者名 

●図面番号／プロジェクト番号 

●会社名 

●業務／プロジェクト名 

●作図日 

●改訂履歴 

●投影法                図６．５ 典型的な表題欄 

 

 覚えて 

図面の改訂が頻繁に行われるので、最新のバージョンが使用されのを確実にするため、図面の日付を

チェックすることが重要である。 
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製図道具 

 

製図をする際には、良質な製図道具セットが必要である。 

次のものを含むべきである。 

●三角定規(A)      ●デバイダー      ●消しゴム(F) 

●分度器(B)       ●スケール定規(D)    ●製図板(G) 

●コンパス(C)      ●鉛筆(E)        ●Ｔ定規(H)。 

 

製図道具 

 

三角定規 

４５°三角定規と６０°／３０°三角定規の、二つの三角定規が必要である。これらは、垂直性と斜

線を描くのに使用される。４５°三角定規（Ａ）が写真に示されている。 

 

分度器 

分度器（Ｂ）は、角度のセットと測定に使用される。 

 

コンパスとデバイダー 

コンパス（Ｃ）は、円と円弧を描くのに使用される。デバイダー（示されていない）は、測定値を移

すこと、線を分割することに使用される。 

 



143 

 

 知ってる 

三角定規、分度器、定規は、暖かい石鹸水で時々洗われるべきである。 
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スケール定規 

例（Ｄ）が写真に示されている。次の縮尺を含むスケール定規が、推薦される。 

１：５／１：５０ １：１０／１：１００ １：２０／１：２００ １：２５０／１：２５００ 

 

鉛筆 

２種類の鉛筆（Ｅ）が必要である。 

●ＨＢ    文字やスケッチ 

●２Ｈ、３Ｈ 製図 

 

消しゴム 

ビニールかゴム製の消しゴム（Ｆ）)、が鉛筆線の変更や修正に必要である。 

 

製図板 

製図板（Ｇ）は、縁が正しく正方形で平行である、滑らかな平面の材料から作られている。 

 

Ｔ定規 

Ｔ定規（Ｈ）は、主に水平線を描くのに使用される。 

 

縮尺、製図記号、および略語 

 

図面の建物を描くためには、建物はサイズを縮小されなければならない。これは縮尺図と呼ばれる。

建築図面で使用される、優先縮尺が、表６．１に示されている。 

この縮尺の意味は、例えば１：２５００で描かれたブロックプランの 1 ミリメートルは、実際の建物

では２５００mm（２．５m）を表している。他の例は次の通りになっている。 

●縮尺１：５０で、１０mm は、５００mm を表している。 

●縮尺１：１００で、１０mm は、１０００mm（１．０m）を表している。 

●縮尺１：２００で、３０mm は、６０００mm（６．０m）を表している。 
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 覚えて 

縮尺は、サイズで図面を縮小する便利な方法である。 
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自分のために、これらを試みませんか。 

●縮尺１：５０で、４０mm が表すのは．．．．．． 

●縮尺１：２０００で、７０mm が表すのは．．． 

●縮尺１：５００で、４０mm が表すのは．．．．． 

尐しの練習で容易に縮尺の使用が習得でき

る。 

印刷するか、コピーすることで起こされた

変化は、図面の精度に影響してくる。したが

って、図面に表示されている縮尺とスケール

定規を使用することで寸法を読むことができ

るが、できるだけ指示と寸法を書くようにす

ることが推奨される。           表６．１ 建築図面の優先縮尺 

図面や地図を使用された縮尺で、スケール定規が示したものを、図６．６に示す。 

 

図６．６ 図面の縮尺で当てたスケール定規 
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製図記号と略語 

建築業で、製図記号と略語の使用は、最大の情報量を図面の上に明確な方法で含ませられるようにす

る。さまざまな建築材料の推奨された製図記号を、図６．７に示す。 

 

 

図６．７ 建築材料の製図記号 
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図６．８は、ドアや窓の種類や開閉方向の推奨表示方法を図示

している。 

 

図６．９は、最も頻繁に使われる、英国標準規格ＢＳ１１９２

で推奨されている図式記号を示している。 

 

 

 

図６．８ ドアと窓、種類と開閉方向            図６．９ 図式記号 

 

表６．２ 図面で使用する標準略号（次頁に続く） 
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表６．２ 図面で使用する標準略号（続き） 

 

 

なぜ図面に略号ではなく正しく文字を書かないのか? 

 

こうした文字は、スペースを塞いで、図面を乱雑にし、読みづらくしてしまう。 
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基準点 

 

 

レベルを使用する必要性は、建築工事の開始時点で必要であり、建物の完成まで続く。全国は詳細に

地図化されており、英国政府地理測量部は、適切な場所に、基準点（ベンチマーク）を設置しており、

そこから他のすべての場所でレベルを取ることができる。 
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地理測量部ベンチマーク（ＯＢＭ）  

ＯＢＭは、教会や公共建築の壁などの位置に刻まれている。ＯＢＭの高さ

は、関連する地理測量部地図や地方公共団体の計画局に問い合わせることに

よって、知ることができる。図６．１０は、使用されている標準の記号を示

すが、図６．１１で示しているものも見ることができる。 

 

                              図６．１０地理測量部ベンチマーク 

現場基準点 

すべてのレベルを関係づけることができる基準点を持つことが、現場では必要である。これは現場基

準点として知られ、通常、現場基準点は、終わった床のレベル（ＦＥＬ）など、便利な高さに置かれる。 

現場基準点、何らかの知られている位置、望ましくはＯＢＭと、関連づけて設定されなければ用なら

なく、動かされることがない場所に置かなければならない。 

図６．１１は、現場基準点とＯＢＭを示しており、それらの高さの図示している。 

 

 

図６．１１ 現場基準点とＯＢＭ 
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適当な位置も見つけることができない場合、基準点釘に、現場基準点のように、測量士によってＯＢ

Ｍから正確に移された高さが使われる。 

通常、材木やスチール棒で、要求されたレベルに正確に置いて、コンクリートで固める。しかしなが
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ら、図６．１２に示されているように、それ適切に保護しなければならなく、一般に、小さいフェンス

で保護のために囲む。 

 

一時的ベンチマーク（ＴＢＭ） 

現場の近くで便利なＯＢＭを見つけるこ

とができないとき、一時的なベンチマーク

（ＴＢＭ）が現場に適した高さで設定される

のが普通である。正確な高さは測量士によっ

て最も近い便利なＯＢＭから移される。 

これで、他のすべての現場基準点が、現場

図面に示されている、このＴＢＭから設定で

きることになる。図６．１３は、図面の基準

点を示している。 

 

図６．１２ 適切に保護された基準点釘 

 

図６．１３ 図面で示された基準点 
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投影図の種類 

 

 

建築、やエンジニアリング、および同様の図面は、分かり易い方法で、できるだけ多くの情報を与え

ることを目指している。頻繁に、一つの図面にいくつかの眺め方のものが結合される。 

これらは、立面図（完成建物の前面あるいは、側面に立った時に見える眺め）や平面図（上から見下

ろした時に見える眺め）などがある。この眺めはどこから見ているかによっている。そのため図面に見

えるももの、異なった“投影”の方法がある。 

標準建築製図法で使用される、２つの主な投影法には、平行投影と等角投影とがある。 

 

平行投影法 

平行投影法での作図は、平行線を建物の模型のあらゆるポイントから 1 枚の紙の上に落とすようなも

ので、後ろの面には（正面図）を保持し、または下には（平面図）を配置する。 

図面の視点の表現には、異なったいくつかの方法がある。詳細図な構造図などで、建築業で一般的に

用いられている方法は、“'第三角法”と呼ばれるものである。正面図が中央に描かれる。平面図は正面図

の下に作成され、他のすべての図面の高さが正面図に沿って描かれる。例を図６．１４に示す。 

 

図６．１４ 平行投影図 
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等角投影法 

等角投影法（アイソメ）では、対象物は、対象物の一つのコーナーを最も近くにした視点から、描か

れ、縦線は垂直なままで残されるが、水平な線は３０°の角度で図面に落とされる。図６．１５でこれ

を見ることができる。図６．１５は単純な長方形の箱を示している。 

 

図６．１５ 長方形の箱の等角投影図 

 

図６．１６と図６．１７は、Ｔ定規と三角定規を用いた作図方法を示している。 

 

 

図６．１６ 垂直線の作図           図６．１７ 水平線の作図 
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契約図書 

 

契約書もまた、建設プロジェクトで重要なものである。それらは、最初に建築家と施主からの図面の

草稿を見る専門家チーム－建築家、構造エンジニア、サービス技術者、および積算士－によって作成さ

れる。プロジェクトの規模と種類によっては、このチームが、どの契約書を作成するか異なるが、通常

は、次のものが含まれる。 

●プランと図面 

●仕様 

●一覧表 

●数量明細書 

●契約条件 

プランと図面が既に触れてきたので、ここで、仕様書から始めることにする。 

 

仕様 

仕様や“'スペック”は、プランと図面と一緒に作成される文書で、図面の上で示すことができない情

報を示すのに使用される。非常に小さな契約を除いて、仕様は、ほとんどいつも使用される。 

仕様書は、次の内容を含むべきである。 

●現場説明－住所を含む現場の簡単な説明。 

●制約－労働時間やアクセスなどの制約事項。 

●サービス－利用可能なサービスの種類、接続が必要なサービスの種類、接続タイプ。 

●材料説明－タイプ、サイズ、品質、含水率など。 

●技量－取り付け方法、作業および仕上がりの品質など。 

仕様は、また、下請契約者や材料供給者を指名するか、または現場での障害物の撤去などの詳細が述

べられる。 

 

 好ましい仕様書は、下請契約者や材料供給者との取引の際の混乱を避けるのを助ける。 
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一覧表 

一覧表は、コンポーネントや部品の配列で用いられる重複した設計情報を記録するのに使用される。

一覧表は、数種類の住宅（４寝室、３寝室、ドーマ屋根付き３寝室など）が何棟もあり、それぞれのタ

イプが異なったコンポーネントや部品を持つような大きな現場で主として使用される。一覧表は、間違

ったコンポーネントや部品が、間違った住宅に取り付けられるのを避ける。また、６種類の窓が、合わ

せて２００個ある１ブロックのアパートなど、小さい現場でも一覧表が使用される。 

仕様の必要性は、仕事の複雑さと重複するデザインの数に依存する。一覧表は、次のような重複して

使われる設計情報を記録するのに、主に使用さる。 

●ドア         ●衛生器具 

●窓          ●給湯器と放熱器 

●金物         ●システムキッチン 

●造作家具 

通常、一覧表は配列図と間取り図に組み合わせて使用される。 

窓を例にした、これらの書類の基本例を次に示す。 

 

図６．１８ 配列図 

 

 

図６．１９ 間取り図 



154 

 

Page 127 

 

図６．２０ 窓の一覧表 

サイズと外観が異る５種類の窓の一覧表を示し、配列図は、窓の各タイプの姿を示し、間取り図は、

どの窓がどこに配置されるかを示している。例えば、バスルームの窓は、タイプ２で、上部開閉の１２

００×６００×５０mm の、すりガラスのサッシとなっている。 

 

数量明細書 

数量明細書は、数量積算士によって制作される。図面、仕様、および一覧表の情報を利用して、労務、

材料、その他の品目やコンポーネントなどを含めた、必要なすべてが完璧に記述される。同じ情報を基

に入札できるよう、同一の数量明細書が、すべての入札予定請負業者に出される。これは、施主がその

仕事のために最も良い請負業者を選ぶのを助ける。 

数量明細書には、次のような情報が含まれる。 

●前置き－施主や建築家の氏名、仕事の詳細、現場説明などの一般情報 

●序文－仕様書と同様で、品質の概説、材料や技量の説明 

●積算数量－ｍ、㎡、時間、リットル、キログラムなどの単位やコンポーネント数などでの、各作業や

材料の必要とされる積算結果の説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 必要なするすべての項目が数量明細書に記入されね

ばならない。 
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●暫定数量－正確に積算できない品目やコンポーネントの概算数量。 

●費用－単位数量当たりで計算された総額。 

また、数量明細書は次のものを含む場合もある。 

●下請契約業者や専門家の使用から生じる費用 

●最終的に詳細が決まっていない作業の費用 

●予期しない作業に備えるための費用 

これは入札予定請負業者に送られる数量明細書の抜粋で、入札予定請負業者は、費用の欄を完成させ

て、請負見積書として返すことになる。 

 

図６．２１ 数量明細書の抜粋 

 

すべての請負業者が数量明細書を矛盾なく解釈し、理解するのを確実にするため、王立調査士協会と

建築経営者連盟は、建築工事標準積算基準（ＳＭＭ）と呼ばれる文書を作成している。例えば乾燥木材

は、ｍで積算するが、石膏ボードは㎡で積算するといったように、建築工事で積算のための同一な原則

を提供している。 

 

契約条件 

ほとんどすべての建築工事が契約に基づき行われる。個人施主の小さな工事（例えば、ロフト用途変

更）では、請負業者は、施主の満足できるような工事をし、工事終了すると施主が同意された金額を請

負業者に支払うと述べる基本的な契約書になっているはずである。政府などの施主がいる、大き契約で

は、追加条項、用語や約款もるはずで、約款には次のいずれかが、含まれるに違いない。 
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変更 

変更は、初期の図面や仕様の変更である。建築家や施主は、請負業者に変更確認書を書いてもらわな

ければならなく、次に、請負業者は積算士（または、小さい工事では施主）に変更のための費用を提出

する。その費用が受け入れると、変更作業が完了することになる。 
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中間払い 

中間払いは、施主が分割払いで工事の代価を払うことを意味し、中間払いスケジュールは、契約に書

かれることになる。施主は、毎月の工事の進捗をもとに、それに対応した額を支払うか、または工事の

進捗にかかわらず規則的に支払をかもしれない。 

 

最終払い 

ここで、工事が仕様に合わせて完了すると、施主は一括払いを済ませる。また、最終払い方法には、

以下のように追加条項を含んでいるもしれない。 

●保留－これは、施主が指定した期間（通常６カ月）、支払いのわずかな比率分だけ延ばすことである。

欠陥によっては、漆喰のひびなどのように目立つようになるには、ある程度時間がかかるかもしれない。 

請負業者がその欠陥を直すと、保留支払い分を受け取ることになる。それらを修理しない場合、修理の

ため別な請負業者を雇うのに、保留支払い分が使われることになる。 

●罰則条項－通常、完成して定刻通りに稼働のための準備がされなければならない建物など、厳しい完

成期限がある契約でこれを導入する。もしプロジェクトが遅れたならば、施主は建物で業務がきでず、

収益を失うので、請負業者は施主が失った収益を補償しなければならないことになる。 

 知ってる 

不十分に働く契約では、罰則条項は、非常に高価である場合があり、相当な支払金額を被るかもしれ

ない。はなはだしい場合には、請負業者は、結局、プロジェクトの利益の代わりに、損をするかもしれ

ない。 

 

 



157 

 

 プランの作成 

ジェームズは台所のプランを描こうとしている。 

ドアと窓のような開口部、および水や、電気やガスの供給などサービスに関して図面を作成するとき、

ジェームズは、何を考えるべきであるか? 

ジェームズが、台所のアウトラインを作成すると、次にどこから、彼は、描き始めるべきであるか? 

ジェームズは、どういうものについて施主と議論するべきだったか? 

（器具、排気ファン、電気コンセント、施主の予算などについて考えなさい。） 
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知識チェックリスト 

 

１．図面がなぜ建設業で使用されていか簡潔に説明しなさい。 

２．次の略語は何を表しているか。DPC、 hwd、 fnd、 DPM 

３．次に示すものの製図記号をスケッチしなさい。 

 レンガ、金属、 木材、 ハードコア 

４．建築図面で使用される投影法の主な種類の名前を挙げなさい。 

５．ブロックプランは何を示しているか。 

６．何のために、デバイダーは使用されるか。 

７．図面の表題欄でどのような種類の情報を知ることができるか。 

８．ＯＢＭの高さを知るための二つの方法を挙げなさい。 

９．等角投影法では、水平な線はどのような角度で描かれるか。 

１０．仕様でどのような種類の情報を知ることができるか。 

 

 


